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豊明市 子ども・子育て支援に関するアンケート 

～小学生のお子さんをお持ちの保護者様～ 

アンケート調査にご協力をお願いします。 

日頃から市政の推進にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

豊明市では、令和２年３月に「第２期豊明市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、子育

て家庭へのさまざまな支援に取り組んでまいりました。今後、教育・保育・子育て支援をさら

に充実させるため、令和７年度からの５年間を計画期間とした「第３期豊明市子ども・子育て

支援事業計画」を策定いたします。 

計画を策定するにあたり、小学生のお子さんの教育や保育、市の子育て支援サービスに関す

る利用状況や今後の利用希望について、皆さんのご意見などをお聞かせいただき、計画に反映

することを目的にアンケート調査を実施いたします。 

この調査は、子育てしやすいまちづくりを進める上で重要な資料となるもので、豊明市にお

住まいの小学生のお子さんをお持ちの世帯から無作為抽出してお願いしております。 

つきましては、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。 

令和６年２月 

豊明市長 小浮 正典  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

豊明市 健康福祉部 子育て支援課 児童係 

住 所：〒４７０－１１９５ 愛知県豊明市新田町子持松１番地１ 

電 話：０５６２－８５－３９５０  F A X：０５６２－９２－１１４１ 

ご回答の前にお読みください 

１．このアンケートは、封筒のあて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．特にことわり書きのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

３．お選びいただく選択肢の数が設問によって異なりますので、ことわり書きに従ってください。 

４．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きに従ってご回答く

ださい。特にことわり書きのない場合は、次の設問にお進みください。 

５．ご記入が済みましたら、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに３月８日（金）までにポ

ストにご投函ください。なお、調査票や封筒にお名前を書く必要はありません。 

６．ご回答いただいた調査内容は、子育て支援施策の検討のみに利用させていただくものであり、

回答者個人が特定されたり、他の目的に利用したりすることは一切ございません。統計的に処

理し、その結果を市のホームページで公表いたします。 

 



2 

 

お子さんとご家族の状況について 
 

問１ あて名のお子さんの①学年、②きょうだいの数についてご記入ください。 

①学年 

（数字を記入） 
年生 

②きょうだいの数 
（あて名のお子さんを含む） 

   人 

 

問２ お住まいの小学校区をお答えください。（○は１つ） 

１．豊明小学校区 ２．中央小学校区 ３．沓掛小学校区 

４．栄小学校区 ５．大宮小学校区 ６．三崎小学校区 

７．舘小学校区 ８．二村台小学校区  

９．わからない⇒ 町字名：（           ） 【例】新田町子持松 

 

問３ この調査票を主に回答する方は、あて名のお子さんからみてどなたですか。（○は１つ） 

１．父親 ２．母親 ３．その他（      ） 

 

問４ あて名のお子さんの子育てを主にしているのは、お子さんからみてどなたですか。 

（○は１つ） 

１．父母ともに ２．主に父親 ３．主に母親 

４．主に祖父母 ５．その他（          ） 

 

問５ あて名のお子さんが一緒に住んでいる方はどなたですか。 

また、近所（自動車等で 15 分以内程度に行き来できる範囲）に祖父母が住んでいますか。

選択肢はあて名のお子さんからみた関係です。（○はいくつでも） 

１．父母と住んでいる ２．父と一緒に住んでいる（父子家庭） 

３．母と一緒に住んでいる（母子家庭） ４．祖父と一緒に住んでいる 

５．祖母と一緒に住んでいる ６．祖父が近所に住んでいる 

７．祖母が近所に住んでいる  

８．その他（自由記述         ） 
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問６ あて名のお子さんの祖父母から受けている子育ての支援は何ですか。（○はいくつでも） 

１．子どもの世話・預かり（日常的に） 

２．子どもの世話・預かり（急用等のとき） 

３．子どもの送り迎え 

４．教育やしつけ 

５．家事の手伝い 

６．経済的な援助 

７．まったくない 

８．その他（自由記述                           ） 

 

問７ あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる相手はいますか。 

（○はいくつでも） 

１．配偶者 

２．祖父母等の親族 

３．友人や知人 

４．近所の人 

５．小学校の教諭、幼稚園や保育園等の職員 

６．行政機関の職員（保健師、子育て支援センター、児童館等） 

７．民生委員・児童委員 

８．かかりつけの医師 

９．ＳＮＳ（Ｘ（旧 Twitter）、LINE、Instagram 等）やチャットでの相談 

10．気軽に相談できる人はいない 

11．その他（自由記述                           ） 

 

問８ 子育てしているときに、不安や悩み、負担を感じた場合に何があればよいと思いますか。 

（○はいくつでも） 

１．身近で気軽に相談できる施設 

２．専門的な相談ができる相談窓口 

３．子育ての知識や情報がいつでも得られるホームページ等 

４．配偶者や親族、近隣の人によるさまざまな支援や心の支え 

５．一時的に子どもを預けることができる一時預かり 

６．子育てなどについて互いに気軽に話ができる仲間づくりの場 

７．その他（自由記述                           ） 
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保護者の就労状況について 
 

◆次の問９は、(1)母親と(2)父親の回答欄があります。お手数ですが(1)、(2)それぞれに

お答えください。ひとり親家庭の方は(1)、(2)のどちらかにお答えください。 

 

問９ あて名のお子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。 

（「１.」～「６.」の中から１つに○。その後、就業状況や希望等について回答） 
 

※フルタイムとは週５日程度・１日８時間程度の就労、パートタイムとはフルタイム以外の就労（育児短時間勤務を

含む）です。 

※「就業時間」欄について、産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください。 

※就労日数が一定でない場合は、最も多いパターンをご記入ください。 

 

（１）母親について 
（１～６のいずれか１つに○） 

  就業状況や希望 

時刻は 24 時間制で記入（例：午後５時→１ ７時台） 

１．フルタイムで働いている 

   ➡「就業時間」のみ回答 

 

就
業
時
間 

①就労日数 日／週 

②平均就労時間(残業含む) 時間／日 

③平均的な家を出る時刻 

(土日祝の出勤がない場合は

欄に斜線        を引く) 

平日：    時台 
 

土日祝：    時台 

２．フルタイムだが、現在 

産休・育休・介護休業中 

   ➡「就業時間」のみ回答 

④平均的な帰宅時刻 

(土日祝の出勤がない場合は

欄に斜線        を引く) 

平日：    時台 
 

土日祝：    時台 

３．パートタイムで働いている 

   ➡「就業時間」「フルタイムへ

の希望」を回答 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望（１つに○） 

 

１．フルタイム希望で、実現できる見込みがある 

２．フルタイム希望だが、実現見込みはない 

３．パートタイムを継続希望 

４．パートタイムをやめて子育てや家事に専念したい 

４．パートタイムだが、 

現在産休・育休・介護休業中 

   ➡「就業時間」「フルタイムへ

の希望」を回答 

５．現在は仕事をしていない 

  ➡「今後の就労希望」のみ回答 今
後
の
就
労
希
望 

⑥今後の就労希望（１つに○） 

 １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子が    歳になったこ

ろに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

６．これまでに就労した 

ことがない 

  ➡「今後の就労希望」のみ回答 

⑦希望する就労形態（１つに○） 

 １．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パートタイム（フルタイム以外の就労） 

→    日／週     時間／日 
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（２）父親について 
（１～６のいずれか１つに○） 

  就業状況や希望 

時刻は 24 時間制で記入（例：午後５時→１ ７時台） 

１．フルタイムで働いている 

   ➡「就業時間」のみ回答 

 

就
業
時
間 

①就労日数 日／週 

②平均就労時間(残業含む) 時間／日 

③平均的な家を出る時刻 

(土日祝の出勤がない場合は

欄に斜線        を引く) 

平日：    時台 
 

土日祝：    時台 

２．フルタイムだが、現在 

産休・育休・介護休業中 

   ➡「就業時間」のみ回答 

④平均的な帰宅時刻 

(土日祝の出勤がない場合は

欄に斜線        を引く) 

平日：    時台 
 

土日祝：    時台 

３．パートタイムで働いている 

   ➡「就業時間」「フルタイムへの

希望」を回答 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望（１つに○） 

 

１．フルタイム希望で、実現できる見込みがある 

２．フルタイム希望だが、実現見込みはない 

３．パートタイムを継続希望 

４．パートタイムをやめて子育てや家事に専念したい 

４．パートタイムだが、 

現在産休・育休・介護休業中 

   ➡「就業時間」「フルタイムへの

希望」を回答 

５．現在は仕事をしていない 

  ➡「今後の就労希望」のみ回答 今
後
の
就
労
希
望 

⑥今後の就労希望（１つに○） 

 １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子が    歳になったころ

に就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

６．これまでに就労した 

ことがない 

  ➡「今後の就労希望」のみ回答 

⑦希望する就労形態（１つに○） 

 １．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パートタイム（フルタイム以外の就労） 

→    日／週     時間／日 
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放課後の過ごし方について 
 

問 10 あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ご

していますか。（○はいくつでも） 

○をつけた項目の週あたりの日数も（  ）内にご記入ください。 

（１）過ごしている場所 

（○はいくつでも） 

（２）利用日数 

（数字を記入） 

１．自宅 週（    ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週（    ）日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、水泳、空手、学習塾等） 週（    ）日くらい 

４．児童館 週（    ）日くらい 

５．放課後児童クラブ（学童保育） 週（    ）日くらい 

⇒小学校（    ）年生まで利用したい  

６．放課後子ども教室 週（    ）日くらい 

⇒小学校（    ）年生まで利用したい  

７．放課後等デイサービス※ 週（    ）日くらい 

８．ファミリー・サポート・センター 週（    ）日くらい 

９．部活動 週（    ）日くらい 

10．その他（公園、外遊び等） 週（    ）日くらい 
 

※ 放課後等デイサービス 

学校に就学している障がい児に、授業の終了後または休業日に、生活能力の向上のために必要な訓練、

社会との交流の促進その他の便宜を供与するサービスのこと。 

 

問 10 で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」と回答した方のみ 

問 10-1 現在利用している放課後児童クラブについて、もっとも多いパターンとして、１週間に

何日利用し、１日あたり何時間（何時まで）利用していますか。 

また、どのくらい利用したいですか。枠内に具体的な時間をご記入ください。 

（１）現在の利用状況 
時間は 24 時間制で記入 

（２）利用希望 
時間は 24 時間制で記入 

週   日・１日     時間 週   日・１日     時間 

（放課後～    時    分まで）  （放課後～    時    分まで） 
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問 10 で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」と回答した方のみ 

問 10-2 現在通っている放課後児童クラブにどのようなことを希望しますか。（○はいくつでも） 

１．土曜日の朝の開始時間を早くする ２．土曜日の夕方の利用時間を延長する 

３．平日の夕方の利用時間を延長する ４．施設や設備を改善する 

５．指導内容を工夫する ６．特になし 

７．その他（自由記述                           ） 

 

問 10 で「１」～「４」、「６」～「８」と回答した方のみ 

問 10-3 放課後児童クラブを利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない 

２．ご自身や配偶者の親、親戚がみている 

３．ご自身や配偶者の友人・知人や近所の人がみている 

４．父母とも働いていて利用したいが、放課後児童クラブの入会基準（日数・時間）を満たさな

いため利用できない 

５．父母とも働いていて利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

６．父母とも働いていて利用したいが、利用料がかかるため、経済的な理由で利用できない 

７．父母とも働いているが、子どもは放課後に習い事をしているため、利用する必要がない 

８．父母とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９．父母とも働いているが、放課後子ども教室で十分なため、利用する必要がない 

10．父母とも働いているが、放課後等デイサービスで十分なため、利用する必要がない 

11．その他（自由記述                                          ） 

 

問 11 あて名のお子さんの土曜日、日曜日・祝日、長期休暇の放課後児童クラブの利用希望につい

てお答えください。（○はＡ～Ｃ項目でそれぞれ１つずつ） 

それぞれ○をつけた項目ごとに利用したい時間帯をご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用料金のご負担が発生するとしてお答えください。 

 （１）利用希望 （２）利用したい時間帯 

Ａ 

土曜日 

１．１～３年生の間は利用したい 

２．４～６年生になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

     時～     時まで 

 

Ｂ 

日曜日・祝日 

１．１～３年生の間は利用したい 

２．４～６年生になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

     時～     時まで 

 

Ｃ 

長期休暇 

（夏休み、冬休み等） 

１．１～３年生の間は利用したい 

２．４～６年生になっても利用したい 

３．利用する必要はない 

     時～     時まで 
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お子さんが病気になったときの対応や、 
不定期な一時預かりについて 

 

問 12 この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで小学校を休んだときの対処法等をお答え

ください。（○はいくつでも） 

１．父親が仕事を休んだ 

２．母親が仕事を休んだ 

３．祖父母等親族や知人（同居者を含む）に預けた 

４．働いていない保護者がみた 

５．ベビーシッターを利用した 

６．子どもだけで過ごさせた 

７．病児・病後児保育を利用した 

８．その他（自由記述                                       ） 

９．病気やけがで小学校を休んだことはなかった          

 

問１2 で「１」または「２」と回答した方のみ 

問 12-1 そのときに「できれば病気の子どものための病児・病後児施設等を利用したい」と思い

ましたか。（○は１つ） 

１．利用したかった ⇒年間（               ）日 

２．利用したいと思わなかった  

 

問 13 保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気など）

により、あて名のお子さんを泊りがけで家族以外に預けることとなった場合、短期入所生活

援助事業（ショートステイ：児童養護施設で一定期間、子どもを保護する事業）の利用を希

望しますか。 

また、１年間のおおよその必要な泊数も（  ）内にご記入ください。 

※事業の利用には、一定の利用料金のご負担が発生するとしてお答えください。 

①有無 
（○は１つ） 

②理由 
（○はいくつでも） 

③必要泊数 
（年間） 

１．利用したい 計（     ）泊 

 ア．冠婚葬祭 （     ）泊 

 イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 （     ）泊 

 ウ．保護者や家族の病気 （     ）泊 

 エ．その他（自由記述                  ） （     ）泊 

２．利用する必要はない 
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育児休業や短時間勤務制度などの 
仕事と子育ての両立支援制度について 

 

問 14 あて名のお子さんが生まれた時（その後）、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得

しましたか。（それぞれに○は１つ） 

※「３．取得しなかった」を回答した方は、理由を矢印下の１～14 から選んで記入してください。 

（１）母親（○は１つ） （２）父親（○は１つ） 

１．働いていなかった  ⇒ 問 16 へ １．働いていなかった  ⇒ 問 16 へ 

２．取得した      ⇒ 問 15 へ ２．取得した      ⇒ 問 15 へ 

３．取得しなかった   ⇒ 問 16 へ ３．取得しなかった   ⇒ 問 16 へ 

⇒取得しなかった理由を下の番号から記入  ⇒取得しなかった理由を下の番号から記入  

  

  

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった ２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった ４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった ６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育園などに預けることができた ８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母などの親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．育児休業制度を知らなかった 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用（アルバイト・パートを含む）のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．退職した 

14．その他（自由記述                                ） 

 

問１4 で「２．取得した」と回答した方のみ 

問 15 「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか（または職場復帰する予定

ですか）。また、「希望」としてはお子さんが何歳何か月のときに職場復帰したかったで

すか。（それぞれ □ 内に数字を記入） 

※育児休業を取得したが、何らかの理由で復職しなかった方は「②希望」のみご回答いただき、問 15-1 に

お進みください。 

（１）母親（□ に数字を記入） （２）父親（□ に数字を記入） 

①実際の復帰： □歳□□か月 ①実際の復帰： □歳□□か月 

②希望   ： □歳□□か月 ②希望   ： □歳□□か月 

  

いくつでも いくつでも 
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問１5 で「実際」と「希望」で違いがあった方のみ 

問 15-1 希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

（１）母親 （２）父親 理由（〇はいくつでも） 

１ １ 保育園に入れなかったため 

２ ２ 希望する保育園に入るため 

３ ３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ ４ 経済的な理由で早く復帰する必要があった 

５ ５ 人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

６ ６ 子どもをみてくれる人がいなかったため 

７ ７ その他（自由記述                    ） 

 

問 16 仕事と子育てを両立する上で必要だと思うことは何ですか。あなたが考える優先順位（第３

位まで）の番号を回答欄にご記入ください。 

１．放課後児童クラブや保育園などの整備 

２．急な残業や出張などに、柔軟に対応してくれる保育事業の整備 

３．子どもや自分が病気やケガをした時に、面倒をみてくれる人や保育事業があること 

４．同居の家族が子育てに協力してくれること 

５．育児休業や子の看護休暇などの取得が容易なこと 

６．フレックスタイムや短時間勤務・部分休業などの取得が容易なこと 

７．育児休業中の経済的支援が充実すること 

８．子育てや保育事業等に関する情報提供 

９．その他（自由記述                           ） 

 

第１位 第２位 第３位 
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こどもの権利について 
 

問 17 令和５年４月に、「こども基本法」が施行されました。あなたはこのことを知っていますか。

（○は１つ） 

１．内容まで詳しく知っている 

２．内容について少し知っている 

３．内容はわからないが聞いたことがある 

４．聞いたことがない 

 

問 18 豊明市において、「こどもの権利※」が十分に尊重されていると思いますか。（○は１つ） 

１．とても尊重されていると思う 

２．どちらかといえば尊重されていると思う 

３．どちらかといえば尊重されていると思わない 

４．まったく尊重されていると思わない 

５．わからない 
 

※ こどもの権利 

こどもが大人と同じく一人の人間として持つ権利であり、安心して生活できること、自由に意見を言ったり活

動したりできることなどが含まれる。 

 

問 19 「こどもの権利」を守るために、どのような仕組みがあるとよいと思いますか。 

（３つまで〇） 

１．子どもに「こどもの権利」について学校等で教える 

２．市民に広く「こどもの権利」について周知する 

３．子どもが困ったことや大人に伝えたいことを、伝えるサポートをしてくれる人材を育成する 

４．子どもが困ったときに電話、ＳＮＳ、メールなどで相談できる場をつくる 

５．子どもが困ったときに誰にも知られず相談できる場所を地域につくる 

６．子どもが意見を伝える方法を学ぶ機会をつくる 

７．子ども議会など、行政に対して子どもが意見を言える仕組みをつくる 

８．その他（自由記述         ） 

９．わからない 

  



12 

 

子育て全般について 
 

問 20 豊明市は子育てしやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

１．そう思う ２．ある程度そう思う 

３．あまりそう思わない ４．そうは思わない 

５．わからない  

 

問 21 子育て（教育を含む）に関する情報をどのように入手していますか。（○はいくつでも） 

１．親族（親・兄弟・姉妹等） ２．隣近所の人・友人・知人 

３．子育てサークルの仲間 ４．保育園・幼稚園・認定こども園・学校 

５．市役所・公共施設 ６．市の広報・パンフレット 

７．テレビ・ラジオ・新聞 ８．子育て雑誌・育児書 

９．インターネット・ＳＮＳ 10．コミュニティ誌・タウン情報誌 

11．とよあけ子育てアプリ 12．情報の入手手段がない 

13．情報の入手手段がわからない 14．その他（自由記述      ） 

 

問 22 子育てに関して、地域の人にどのようなことを望みますか。（〇はいくつでも） 

１．子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつをしたり、声をかけてほしい 

２．親子が参加するイベントなど多世代の交流に参加してほしい 

３．話し相手や相談相手になってほしい 

４．子どもが危険なことや、悪いことをしたときには注意をしてほしい 

５．用事があるときなどに、子どもを預かってほしい 

６．子育てに関してあまり干渉しないでほしい 

７．その他（自由記述         ） 

８．わからない 

 

問 23 子どもの世話や看病で頼れる方はいますか。（〇は１つ） 

１．いる 

２．いない 

３．子どもの世話や看病については頼る必要はない 
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問 24 豊明市において、結婚、妊娠、子ども・子育てに温かい社会の実現に向かっていると思いま

すか。（〇は１つ） 

１．向かっていると思う 

２．どちらかといえば向かっていると思う 

３．どちらかといえば向かっていると思わない 

４．向かっていると思わない 

 

問 25 今後、豊明市を子育てがしやすいまちにしていくために必要だと思う取り組みは何ですか。

あなたが考える優先順位（第３位まで）の番号を回答欄にご記入ください。 

１．公園や屋内遊び場など親子が安心して遊べる（集まれる）身近な場所の充実 

２．子育て世帯の経済的支援を充実する 

（出産一時金や児童手当などの拡充、学校・幼稚園・保育園にかかる費用などの軽減） 

３．出産後のケアや親が孤立しない支援 

４．子どもが病気の時に安心して預けることができるサービスを充実する 

５．保育園の待機児童を解消する 

６．放課後児童クラブに希望者全員預けることができるようにする 

７．小学生以上を対象にした放課後などに遊べる（集まれる）場所の充実 

８．子育てに困った時の相談体制を充実する 

９．防犯対策にいき届いた安全・安心なまちづくり 

10．障害児支援事業・サービスを充実する（児童発達支援・放課後等デイサービス等） 

11．その他（自由記述                           ） 

 

第１位 第２位 第３位 

   

                        

○ 教育・保育環境の充実等、子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。 
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ここからは、あて名のお子さんご本人に、 
放課後等の過ごし方を直接うかがいます。 

 

ここからは、あて名のお子さんが、放課後等をどう過ごしているかについてうかがいます。 

あて名のお子さんに、直接お答えいただきたい内容です。 

（お子さんが低学年の場合や、質問が分かりにくい場合には、保護者の方が質問文を説明していた

だくなど、回答の補助をお願いします。） 

問
とい

26 学校
がっこう

が終
お

わった後
あと

、楽
たの

しく過
す

ごすことができていますか。（○は１つ） 

１．とても楽
たの

しく過
す

ごしている ２．まあまあ楽
たの

しく過
す

ごしている 

３．あまり楽
たの

しく過
す

ごせていない ４．楽
たの

しく過
す

ごせていない 

 

問
とい

27 学校
がっこう

が終
お

わった後
あと

、何
なに

をして遊
あそ

ぶことが多
おお

いですか。（○はいくつでも） 

１．外
そと

（家
いえ

以外
い が い

）で遊
あそ

んでいる ２．スポーツ活動
かつどう

をしている 

３．家
いえ

できょうだいや家族
か ぞ く

と遊
あそ

んでいる ４．家
いえ

でひとりでゲームなどをしている 

５．習
なら

いごとや塾
じゅく

などで遊
あそ

ぶ時間
じ か ん

がない ６．その他
た

（             ） 

 

問
とい

28 家
いえ

以外
い が い

で遊
あそ

ぶ場合
ば あ い

、どこで遊
あそ

んでいますか。（○はいくつでも） 

１．学校
がっこう

 ２．友達
ともだち

の家
いえ

 

３．公園
こうえん

 ４．児童館
じどうかん

 

５．放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ ６．放課後
ほ う か ご

子
こ

ども教 室
きょうしつ

 

７．カラット（共 生
きょうせい

交 流
こうりゅう

プラザ） ８．その他
た

（     ） 

９．特
とく

にきまっていない  

 

問
とい

29 児童館
じどうかん

を知
し

っていますか。（○は１つ） 

１．知
し

っていて、よく行
い

っている   ⇒ 問
とい

30 へ 

２．知
し

っているが、あまり行
い

かない   ⇒ 問
とい

29-1 へ 

３．知
し

っているが、行
い

ったことがない   ⇒ 問
とい

29-1 へ 

４．知
し

らない   ⇒ 問
とい

30 へ 
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問
とい

29 で「２．知
し

っているが、あまり行
い

かない」「３．知
し

っているが、行
い

ったことがない」を選
えら

んだ方
かた

のみ 

問
とい

29-1 児童館
じどうかん

にあまり行
い

かない、または行
い

ったことがない理由
り ゆ う

はなんですか。（○はいくつでも） 

１．行
い

ったことはあるが、楽
たの

しくなかったから（遊
あそ

ぶものや遊
あそ

ぶことがないなど） 

２．家
いえ

から遠
とお

く、なかなか行
い

けないから 

３．行
い

きたいと思
おも

わないから 

４．その他
た

（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

                           ） 

５．特
とく

に理由
り ゆ う

はない 

 

問
とい

30 児童館
じどうかん

にどんなものや何
なに

ができるとよいと思
おも

いますか。（○はいくつでも） 

１．ジャングルジムやすべり台
だい

などの遊具
ゆ う ぐ

 

２．ボール遊
あそ

びができる 

３．遊
あそ

ぶ道具
ど う ぐ

があり、遊
あそ

び方
かた

を教
おし

えてくれる 

４．いろいろな本
ほん

などを読
よ

むことができる 

５．学校
がっこう

の宿題
しゅくだい

など学 習
がくしゅう

ができる 

６．学年
がくねん

が違
ちが

う友達
ともだち

どうしで交流
こうりゅう

ができる 

７．仲間
な か ま

づくりのための自由
じ ゆ う

な活動
かつどう

ができる 

８．自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

を聞
き

いてくれて、やりたいことができる 

９．自分
じ ぶ ん

の悩
なや

みなどを聞
き

いて相談
そうだん

にのってくれる 

10．その他
た

（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

         ） 

11．特
とく

にない 
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問
とい

31 家
いえ

の近
ちか

くにあったらよいと思
おも

う遊
あそ

び場
ば

などはありますか。（○はいくつでも） 

１．ジャングルジムやすべり台などの遊具
ゆ う ぐ

があるところ 

２．ボール遊
あそ

びができるところ（例
たと

えば、ゴールや柵
さく

などが設置
せ っ ち

されているところなど） 

３．遊
あそ

ぶ道具
ど う ぐ

があり、遊
あそ

び方
かた

を教
おし

えてくれる人
ひと

のいるところ 

４．いろいろな本
ほん

などを読
よ

むことができるところ 

５．学校
がっこう

の宿題
しゅくだい

など学 習
がくしゅう

ができるところ 

６．学年
がくねん

が違
ちが

う友達
ともだち

どうしで交流
こうりゅう

ができるところ 

７．仲間
な か ま

づくりのための自由
じ ゆ う

な活動
かつどう

ができるところ 

８．自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

を聞
き

いてくれて、やりたいことができるところ 

９．自分
じ ぶ ん

の悩
なや

みなどを聞
き

いて相談
そうだん

にのってくれるところ 

10．その他
た

（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

                ） 

11．特
とく

にない 

 

○ その他
ほか

、自由
じ ゆ う

に意見
い け ん

を書
か

いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。この調査結果は、

今後の本市の子ども・子育て支援事業計画の策定時のデータとして、有効に活用さ

せていただきます。 

切手は貼らずに同封の返信用封筒に入れ、３月８日（金）までに郵便ポストにご

投函ください。なお、調査票や封筒にお名前を書く必要はありません。 

 


